
こども向けホームページについて

じぜん せつめいかい
2023.10.6(金）

2023年度 『こども若者★いけんぷらす』事業



1. 「こども★若者いけんぷらす」とは？ 03

2. 今回のいけんひろばについて 04

3. 会場への行き方 05

4. スケジュール 07

5. メンバー 08

6. 座席表 10

7. いけんひろばでのルール 12

8. みなさんの意見について 13

9. テーマ説明 15

2

今日お話しする内容
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こどもや若者のみなさんがこども政策(せいさく)にか
んするじょうほうを知ることができる（メルマガなど）

いけんひろば
（意見を伝える場）

みなさんの意見をききたい省庁からのテーマ／
こども・若者のみなさんからのテーマ

みんなのパートナーぽ
んぱー（21名）

こども・若者の活動や生活の場に
こども家庭庁職員が出向いて

意見をきく
例：児童ようごしせつ、フリースクール、

児童館、子ども食堂(どう)

事務局（じむきょく）

こども家庭庁
委託業者

さまざまな参加方法

アンケート
/投票等

対面 オンライン SNS

ぷらすメンバー
（約4000人※7/1現在）

関係省庁

こども家庭庁や関係府省の大人の会議（審議会など）の資
料にするなどしながら、政策(せいさく)に反映(はんえい)する。

政策への反映

意見

結果
報告

参加

こども・若者のみな
さんが事業のき画
や広ほうなどの運え
いに参加する。

テーマや事業(じぎょう)への意見・提案(ていあん)

ファシリ
テーター

サポート

１．「こども★若者いけんぷらす」とは？

・きいた意見の活用の
プロセスや結果をこど
もや若者のみなさん
にフィードバック

みなさんがさまざまな方法(ほうほう)で自分の意見を表明し、社会に参加(さんか)
することができる新しい取組です。



1.テーマ

こども向けホームページについて

2.テーマのせつめい

こども家庭庁では、現在（げんざい）こども向けのホームページを作っているところです。

つくっている途中（とちゅう）のこども向けホームぺージを見ていただき、デザインや書いてある内容（な

いよう）などについて意見をきかせてください。

みなさんから意見をきき、みなさんと一緒（いっしょ）にホームページをつくっていきたいです。

3.日にち・時間

10月９日(月) 10:30～12:30ごろ （集合時間 10:15）

4.開催場所

霞が関ビルディング

こども家庭庁内会議室 22かい（東京都千代田区霞が関三丁目2番5号）

（集合場所：霞が関ビルディングロビー）

２．今回のいけんひろばについて
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３．会場への行き方①
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「東京メトロ銀座線 虎ノ門駅」
11番出口から徒歩約2分

「東京メトロ丸の内線・日比谷線・千代
田線 霞が関駅」
A13番出口から徒歩約６分

「東京メトロ有楽町線 桜田門駅」
2番出口から徒歩約9分

「東京メトロ南北線 溜池山王駅」
8番で口から徒歩約6分

霞が関ビルディング
（ https://www.kasumigaseki36.com/access/）

マップ アクセス

https://www.kasumigaseki36.com/access/


３．会場への行き方②



４．スケジュール

自こしょうかい
アイスブレイク

• 班（はん）の中でおたがいに自こしょうかいした後、
ちょっとしたゲームやクイズなどをそれぞれの班でやります。

集合
• 集まる場所は

霞が関ビルディングのロビー階です。（６ページをみてください）
そのあと、22かいのたたみのへやに移動（いどう）します。

10:15

チェックイン • 班の中で今の気持ちや今日のいけんひろばで
どう過ごしたいかをおたがいに伝えあいましょう。

10:55

今日の流れやルール
の説明 • 全体で今日の流れやルールについて確認（かくにん）します。

10:30

トイレ休けい • ５分ほど、トイレ休けいをとります。
11:00

ヒアリング • ファシリテーター（司会のおとなのひと）がいろんな質問をするので、
意見を言えるはんいで言ってください。

11:05

チェックアウト
ふり返り • 班（はん）ごとに今の気持ちや今日の感想を話しましょう。

12:05

おしらせ
アンケート

• 交通費（ひ）などの手つづきやこれからの予定などをおしらせします。
• お配りするアンケートに答えてくれた人からかいさんとなります。

12:20ごろ

10:40



５．メンバー（運えい）
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No. ニックネーム ほそく

1 山さん テーマについての国の担当（たんとう）

2 あっこさん いけんひろば全体についての国の担当

３ しのぴー いけんひろば全体についての国の担当

4 （３～４名） みんなのパートナー ぽんぱー
※運営事務局と一緒に取り組んでいただいているぷらすメンバーです。いけんひろばの運営に協力してもらっています。

５ えんじ いけんひろば全体のサポートをする会社の人

６ おせち いけんひろば全体のサポートをする会社の人

7 ぺぺ いけんひろば全体のサポートをする会社の人

8 なすび姫 いけんひろば全体のサポートをする会社の人

9 おおさき いけんひろば全体のサポートをする会社の人

10 ふぅちゃん いけんひろば全体のサポートをする会社の人



2班

小学６年生

小学６年生

中学３年生

こども・わかもの のみなさんおとな

５．メンバー（参加者）

1班

小学１年生

～

～

ファシリテーター

ファシリテーター

ファシリテーター

～
小学３年生

小学４年生

板書係

板書係

板書係

3班



６．座席（ざせき）表
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こども家庭庁２２かい（たたみのへや）

出入口

たたみ
ベンチスクリーン

つくえ
つくえ

１班
２班

３班

当日は、みなさんと相談しながら、みなさんが落ち着いてお話できる環境を一緒に
作っていきます。下の表は、みなさんが座る場所の一例です。
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◆ 年れいに関係なく、だれもが等（ひと）しく話し合いに参加します。一人ひ
とりの考えを大切にします。否定したり、さえぎったりしないようにしよ
う。

◆ 考えがまとまっていなくてもだいじょうぶです。感じたこと、ちょっと思い
ついたこと、いまの気持ちなど、どんなことでもご自由にお話ください。

◆ 話したくないこと、個人的なことは、話さなくてだいじょうぶ。

◆ いちど言ったことをなしにして、他のことを言ってもOKです。

◆ 今日聞いたこと、だれが何を話したかは、ほかの人に言いません。

◆ みんなが話せるように、協力しよう。

☆ みんなが安心して参加するために ☆

こまったことがあったら、
スタッフに教えてください

７．いけんひろばでのルール①
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☆ SNSなどの投稿（とうこう）について ☆

◆ いけんひろばに参加していることを投稿したり、自分だけが写っている写
真の投稿はOKです！

◆ 他の人が写っている写真は、写真に写っている人からいいよと言われた
写真だけを使ってください。

◆ だれが何を話したかは、ほかの人（ともだち・先生・家族など）に言いませ
ん。
※いけんひろばに参加してくれた人だけが知っていることもあるので、
気を付けてください。

何か気になることがあったら、
スタッフに教えてください

７．いけんひろばでのルール②



◆ いけんひろばの中で言ったことは、撤回・修正をすることができます 。
後日、「いけんのまとめ」案を送りますので、その時に教えてください。

◆ また、いけんひろばの中では言えなかったけれど、どうしても伝えたいこと
（いけん）があれば、 事後アンケート内でお伝えください。

◆ もし、いけんひろばの時に、いやだなと感じたことなどがあれば、
kodomo_iken@cfa.go.jpのメールアドレスにメールを送ってくださ
い。

◆ いけんひろば当日から１～２週間以内をめどに、出てきたいけんのまとめを
おくります。いけんのまとめが届いたら、かくにんをしてください。

８．みなさんの意見について
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• みなさんの意見は、こどもホームページをより良くするために活かすとともに、
• 「いけんのまとめ」としてホームページなどに掲載します。
• その時には、だれが言った意見なのかがわからないようにします。
• ホームページなどに掲載する内容は、事前にみなさんに確認していただきます。



しつもん の じかん



こども家庭庁がすすめている
「こども向けホームページ」について

９．テーマせつめい



● こども向けホームページを作る目的や、どのようなホームページを目指しているか。

小学生から中学生のみなさんに、こども家庭庁の役割やこども家庭庁がどのような取組を行っているか、さらにこどもの権利などにつ

いて分かりやすく伝えたいと思います。さらに、相談ができる場所などをかんたんに探せるコンテンツなど、こども若者のみなさんが見にき

たくなるような「こども向けホームページ」を作ります。

ホームページにどのような内容をのせるのかは、「こども政策の新たな推進体制に関する基本方針」に示されている基本理念に沿っ

て考えています。
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こども向けホームページを作るにあたってむ

※「こども政策の新たな推進体制に関する基本方針」については、事前説明会のときにどういったものか説明します、また「コンテンツ」とは中身という意味です。

こどもの視点、子育て当事者の視点に
立った政策立案

全てのこどもの健やかな成長、
Well-being の向上

誰一人取り残さず、抜け落ちることのない
支援

こどもや家庭が抱える様々な複合する課
題に対し、制度や組織による縦割りの壁、
年齢の壁を克服した切れ目ない包括的な
支援

待ちの支援から、予防的な関わりを強化
するとともに、必要なこども・家庭に支援が
確実に届くようプッシュ型支援、アウトリー
チ型支援に転換

データ・統計を活用したエビデンスに基づく
政策立案、PDCAサイクル（評価・改
善）

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

①こども家庭庁が行っている、こどものための取組を知ってもらう。
②こどもや若者にとって最もよいことは何かを考え、様々な取組を進めていくために、
こども若者のみなさんの声を聴くことの大事さを伝える。

①児童の権利に関する条約の内容をよく知ってもらう。
②ふだんの生活の中で様々な体験をして、ありのままの自分を認める気持ちを育む
ことができることや、すべてのこどもが幸せになることの大事さを伝える。

①すべてのこどものが取り残されることがなく、社会に参加できるようにすることの大事
さを知るきっかけになる

①こども向けホームページに対して、こどもたちからの問い合わせやアクセス数などを
集めて、コンテンツなどを変えていくことで、こども若者のみなさんにとって親しみやすい
サイトにする。

こども政策の新たな推進体制に
関する基本理念 ホームページを通じて伝えたいこと、したいこと コンテンツ

こども家庭庁の紹介

いけん☆ぷらす紹介

こどものおと
（日常のあるある）

①こども新聞などのおもしろいコンテンツを通じて、いろいろな相談窓口を知ってもらう。
②日々の生活の中で気持ちがゆれ動いたときの、自分をケアする方法を伝える。

①こどもの様々な困りごとの相談窓口がすぐにわかるようにする。

こども基本法の紹介

こども基本法クイズ

こどもまんなかアクション紹介

相談窓口紹介

こども新聞

● どのようなコンテンツをホームページにのせるか。

やくわり とりくみ けんり

そうだん ばしょ さが わかもの

もくてき めざ

ないよう せいさく あら すいしんたいせい かん きほんほうしん しめ きほんりねん そ

かんが

つう つた

しょうかい

そうだんまどぐち



現在制作中のコンテンツの一例

トップページ いけん☆ぷらす紹介こども基本法の紹介 文字あそびゲーム

げんざいせいさくちゅう れい



それぞれのコンテンツについて１

・分かりやすい表現となっていましたか？

・イラスト、デザインについて気になる点はありましたか？

・ともだちや家族などに教えてあげたいと思いましたか？また、そればなぜですか？

・今後、変えていった方が良いと感じた点はありましたか？あった場合、そればなぜですか？

２ ホームページ全体について

・一番興味のあったページはどれですか？また、それはなぜですか？

・こども家庭庁以外の省庁へのリンク先についてホームページにのせています。

他の省庁のこども向けホームページも見てみたいと思いますか？

３ 今後について

・今後あったら良いなと思うコンテンツや機能はありますか？ある場合、それはなぜですか？

など

など

など

しつ ないよう れい

みなさんに質もんしたい内容の例について

ひょうげん

か い

きょうみ

いがい しょうちょう

きのう



しつもん の じかん


	スライド 1
	スライド 2: 今日お話しする内容 
	スライド 3: １．「こども★若者いけんぷらす」とは？ 
	スライド 4: ２．今回のいけんひろばについて
	スライド 5: ３．会場への行き方①
	スライド 6: ３．会場への行き方②
	スライド 7: ４．スケジュール
	スライド 8: ５．メンバー（運えい）
	スライド 9: ５．メンバー（参加者）
	スライド 10: ６．座席（ざせき）表
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15: ９．テーマせつめい
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19

